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第
二
部
　
弁
護
士
の
研
修
に
つ
い
て
─
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

　
　
　
　
ど
う
や
っ
て
弁
護
士
に
な
る
の
か
？

La form
ation des avocats---Com

m
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vocat en France?

ジ
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（
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（
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白
取　

祐
司

　

弁
護
士
に
な
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
法
学
部
の
学
生
で
あ
る
。
毎
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
若
者
た
ち
は
、
い
つ
か
弁
護
士
に
な
る

と
の
希
望
を
も
っ
て
法
学
部
に
や
っ
て
く
る
。
今
日
的
な
流
行
で
も
あ
る
が
、
一
部
の
学
生
は
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
で
活
躍
す
る
弁
護
士
に
な

ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
手
の
職
業
を
非
常
に
好
意
的
に
描
い
て
い
る
テ
レ
ビ
の
連
続
ド
ラ
マ
な
ど
が
増
加
し
た
結
果
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
学
生
た
ち
は
、
直
ち
に
現
実
に
直
面
し
、
法
学
部
一
年
生
か
ら
国
内
外
の
評
判
を
得
る
ま
で
の
道
程
（
み
ち
の
り
）
が
長
大

に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
に
気
づ
き
、
よ
り
一
層
勉
学
に
励
む
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
他
方
、
学
士
の
資
格
を
め
ぐ
る
近
時
の
動
向
に
よ
り
、
各
法
学
部
は
、
学
生
が
将
来
の
職
業
選
択
を
検
討
す
る
の
を
助
け
る
た
め

の
種
々
の
支
援
活
動
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、関
連
し
て
弁
論
コ
ン
ク
ー
ル
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

学
生
た
ち
に
大
い
に
人
気
が
あ
る
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
彼
ら
が
、
学
術
的
法
分
野
に
お
け
る
自
分
た
ち
の
能
力
を
評
価
す
る
こ
と
を
可
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能
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
弁
護
士
職
の
伝
統
と
し
て
、
彼
ら
の
弁
論
能
力
を
評
価
す
る
機
会
に
も
な
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
法
律
家
が
そ
の
法
律
職
に
進
む
た
め
の
研
修
（
養
成
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
。
法
学
士
、
法

学
修
士
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
［
法
的
素
養
の
］
共
通
基
盤
は
存
在
す
る
が
、
そ
の
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
に
応
じ
た
独
自
の
研
修
を
提
供

す
る
た
め
の
異
な
っ
た
職
業
が
組
織
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
共
和
国
大
統
領
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
重
大
な
検
討
に
よ
り
、「
大
法
律
職
」
な
る
概
念
を
創
設
し
、
す
べ
て
の
法
律
職
に
共

通
す
る
研
修
を
検
討
す
る
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。
ダ
ル
ア
弁
護
士
が
委
員
長
を
務
め
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
作
成
し
、
二
〇
〇
九
年

に
公
表
さ
れ
た
報
告
書
は
、
次
の
よ
う
な
提
言
を
し
た
。
す
な
わ
ち
、
修
士
課
程
一
年
次
に
属
す
る
学
生
は
、
高
等
法
律
学
院
（grandes 

Écoles du droit

）
に
配
属
さ
れ
、
そ
こ
で
一
年
間
の
研
修
を
全
法
律
職
共
通
に
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
年
間
の
終
わ
り
に
、

学
生
は
各
法
律
職
に
つ
き
専
門
化
さ
れ
た
学
校
の
入
学
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
学
校
で
行
う
の
は
実
習
の
み

で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
報
告
書
は
、
種
々
議
論
の
対
象
と
さ
れ
た
が
、
改
革
に
移
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
提
案
の
い
く
つ
か
の
点
が
現

行
法
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
の
、
法
律
家
の
養
成
（
研
修
）
に
関
し
て
は
何
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
、
司
法
官
に
な
る
に
は
、
国
立
司
法
学
院
の
入
学
試
験
に
合
格
す
る
必
要
が
あ
る
。
執
行
官
や
書
記
官
に
な
る
場
合
も
同
様
で

あ
る
。
公
証
人
は
、
大
学
と
協
定
を
結
ん
で
、
公
証
人
法
の
修
士
、
公
証
人
上
級
資
格
（
試
験
）
の
準
備
に
つ
い
て
大
学
の
協
力
を
仰
ぐ
こ

と
に
な
っ
た
。

　

弁
護
士
に
な
る
に
は
、
ま
ず
、
弁
護
士
学
校
へ
の
入
学
試
験
に
合
格
し
、
同
学
校
に
お
け
る
教
育
を
受
け
、
実
習
を
行
い
、
学
校
の
卒
業

試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
一
般
コ
ー
ス
で
あ
る
が
、
別
に
特
別
コ
ー
ス
も
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
弁
護
士
に
な
る
に
は
、
一
般
コ
ー
ス
と
特
別
コ
ー
ス
が
あ
る
の
で
あ
る
。



シンポジウム

北法65（6・60）1706

Ⅰ
．
一
般
コ
ー
ス

（
一
）
弁
護
士
職
研
修
学
校
（
Ｃ
Ｒ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
の
入
学
試
験

　

法
学
部
生
は
四
年
間
教
育
を
受
け
た
最
後
に
、
Ｃ
Ｒ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
入
学
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
試
験
は
、
法
学
部
に
よ
っ
て

実
施
さ
れ
る
。
法
学
部
は
、
こ
の
試
験
を
組
織
す
る
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
各
法
学
部
に
、
司
法
研
究
所
（Institut 

d'Études Judiciaires
）〔
法
職
課
程
〕
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
よ
く
議
論
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
試
験
を
実
施
す
る
の
が
、
各
地
の
大
学
で

は
な
く
、
当
該
職
能
団
体
が
行
う
べ
き
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
全
受
験
者
に
対
し
て
同
じ
科
目
に
つ
い
て
の

統
一
試
験
を
創
設
す
る
こ
と
は
、
公
平
と
い
う
点
で
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
し
か
し
、
弁
護
士
団
体
に
と
っ
て
複
雑
で
あ
り
非
常
に
コ
ス
ト

の
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
統
一
試
験
を
実
施
し
た
ら
、
結
果
と
し
て
Ｃ
Ｒ
Ｆ
Ｐ
Ａ
に
入
学
す
る
学
生
数
は
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
弁
護
士
の
数
が
多
く
、
お
そ
ら
く
多
す
ぎ
る

く
ら
い
で
あ
り
、
そ
の
た
め
最
も
若
い
層
の
弁
護
士
は
、
収
入
が
十
分
で
な
い
た
め
、
必
ず
し
も
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。
司
法
省
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
二
年
に
三
九
、
四
五
五
人
い
た
弁
護
士
は
、
二
〇
一
二
年
に
は
、
五
六
、
一
七
六
人
に
増
加

し
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
一
〇
年
間
で
四
二
％
の
増
加
に
あ
た
る
。

　

二
〇
一
三
年
、
パ
リ
弁
護
士
会
の
名
前
で
、
あ
る
報
告
書
が
だ
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、〔
Ｃ
Ｒ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
〕
受
験
生
の
数
が
大
幅
に

増
加
し
、
そ
の
た
め
合
格
率
を
多
少
下
げ
た
と
し
て
も
（
四
〇
％
を
僅
か
に
下
回
る
よ
う
に
し
て
も
）、
入
所
す
る
学
生
数
も
大
き
く
増
加

す
る
結
果
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
パ
リ
地
区
の
研
修
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
弁
護
士
職
研
修
学
校
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
九
七
〇
人
の
合
格
者
を

だ
し
た
が
、
二
〇
〇
九
年
に
は
一
、
三
五
一
人
に
ま
で
増
え
て
い
る
。
パ
リ
弁
護
士
会
に
登
録
し
た
弁
護
士
数
は
、
二
〇
〇
二
年
に
一
、
〇

五
〇
人
だ
っ
た
が
、
二
〇
一
二
年
に
は
一
、
五
三
二
人
と
な
っ
た
。
い
く
つ
か
の
措
置
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
合
格
平
均
値
を

二
〇
分
の
一
〇
か
ら
二
〇
分
の
一
二
に
上
げ
る
、あ
る
い
は
い
く
つ
か
の
試
験
、た
と
え
ば
口
述
試
験
に
足
切
り
点
を
設
け
る
な
ど
で
あ
る
。
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現
在
、
三
回
を
超
え
て
受
験
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
三
回
は
、
続
け
て
三
回
か
否
か
を
問
わ
な
い
（
国
務
院
で
批
判
さ
れ
た

解
決
法
だ
が
、
国
務
院
は
こ
れ
を
適
法
だ
と
し
た
（CE 8 juillet 2005, n

° 262182

）。
こ
れ
を
二
回
に
減
じ
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
よ
い

か
も
し
れ
な
い
。

　

ポ
ワ
チ
エ
大
学
法
学
部
は
、
こ
の
入
学
試
験
を
組
織
す
る
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
試
験
を
受
験
す
る
た
め
に
は
、
法
学
修
士
の

資
格
が
必
要
で
あ
る
〔
大
学
法
学
部
三
年
で
学
士
、
次
の
一
年
で
修
士
（m

aîtrise

）〕。
こ
の
条
件
は
、
一
九
七
一
年
一
二
月
三
一
日
法
一

一
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
条
件
は
、
そ
の
後
大
学
の
学
位
に
関
す
る
制
度
が
変
更
さ
れ
た
後
も
採
用
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
、
新
修

士m
aster

課
程
の
一
年
目
が
終
了
す
れ
ば
条
件
を
満
た
す
〔
受
験
で
き
る
〕。
こ
れ
と
同
等
資
格
の
問
題
も
、
重
要
で
あ
る
。
そ
の
リ
ス

ト
は
簡
単
で
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
主
要
な
も
の
と
し
て
、
新
修
士
の
学
位
、
お
よ
び
パ
リ
政
治
学
院
の
「
司
法
職
」
あ
る
い
は
「
経

済
法
」
の
評
価
で
修
了
証
書
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
三
月
二
一
日
ア
レ
テ
が
認
め
、
全
国
弁
護
士
会
協
会
が
支
持
し
た
こ
の
同

等
資
格
は
、
各
法
学
部
か
ら
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
法
分
野
に
お
け
る
弁
護
士
研
修
の
必
要
性
が
進
化

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
分
野
で
は
、
会
計
学
、
経
営
学
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
外
国
語
な
ど
、
法
の
隣
接
領
域
の
知
識

が
不
可
欠
な
の
は
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

今
日
、
法
学
部
で
も
、
上
述
の
よ
う
な
教
育
を
提
供
し
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
弁
護
士
の
職
務
自
体
、
大
き
く
変
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
弁
護
士
は
、
も
は
や
た
ん
な
る
弁
護
人
で
は
な
く
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
も
あ
る
。
弁
護
士
は
、
も
は
や
た
ん
な
る
争
訟
の
専
門
家
で
は

な
い
。
彼
等
は
同
時
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
化
や
実
施
の
助
言
を
す
る
専
門
家
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

を
援
助
す
る
存
在
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
様
に
、
法
学
部
も
、
異
な
る
学
問
分
野
を
関
連
づ
け
た
う
え
で
な
さ
れ
る
研
修
の
必
要
性

を
十
分
に
自
覚
す
る
に
い
た
っ
た
。
仮
に
研
修
の
初
期
段
階
が
［
従
来
型
の
］
法
学
科
目
に
よ
っ
て
占
め
ざ
る
を
得
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ

に
続
く
研
修
は
、
ひ
と
つ
の
事
件
、
た
と
え
ば
ビ
ジ
ネ
ス
法
が
問
題
に
な
る
事
件
に
お
い
て
商
法
、
税
法
、
刑
法
な
ど
複
数
の
法
分
野
が
ど
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の
よ
う
に
適
用
さ
れ
う
る
の
か
を
学
生
た
ち
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
進
化
を
遂
げ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
律
家
養

成
に
関
す
る
こ
の
新
し
い
見
方
は
、
法
の
基
本
概
念
の
知
識
と
応
用
力
の
必
要
性
を
失
わ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
特
定
の
場
面

に
適
し
た
あ
る
種
の
方
法
に
関
す
る
技
術
的
情
報
が
あ
れ
ば
不
要
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
パ
リ
政
治
学
院
の

資
格
の
承
認
の
ほ
か
に
、
重
要
な
同
等
資
格
は
な
い
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
は
、
法
教
育
に
関
す
る
私
立
の
機
関
は
少
な
い
。
と
い
う
の
は
、
私
立
の
教
育
機
関
が
発
行
す
る
資
格
は
、
高
等
教
育
及
び

研
究
大
臣
の
認
可
が
な
い
限
り
、
公
的
な
意
味
を
も
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
得
る
た
め
に
は
、
大
学
と
協
定
を
結
ぶ
必
要
が
あ
る
の

だ
が
、
か
つ
て
そ
の
よ
う
な
提
案
が
あ
っ
た
も
の
の
、
ど
の
大
学
も
そ
う
す
る
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た
。
他
方
、
国
家
に
認
め
ら
れ
国
家
資

格
を
発
行
す
る
私
立
の
法
学
部
あ
る
い
は
宗
教
組
織
が
存
在
す
る
。
そ
の
結
果
、
私
立
の
教
育
機
関
は
、
発
展
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、

そ
れ
ら
の
機
関
は
、
著
名
な
大
学
教
師
や
実
務
家
を
雇
用
し
、
も
っ
ぱ
ら
専
門
的
知
識
の
修
得
を
追
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
学
生

た
ち
は
、
高
額
な
授
業
料
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
同
様
に
、
私
立
の
教
育
機
関
で
、
授
業
料
と
引
き
替
え
に
、
学
生
ら
に
弁

護
士
学
校
の
入
学
準
備
の
援
助
を
提
供
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
に
学
生
た
ち
は
、
授
業
料
が
安
い
大
学
の
司
法
研
究
所
〔
法

職
課
程
〕
で
提
供
さ
れ
る
研
修
を
希
望
す
る
こ
と
が
多
い
。
大
学
は
、
自
ら
主
催
す
る
入
学
試
験
の
準
備
の
た
め
、
私
立
機
関
［
受
験
予
備

校
］
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
パ
リ
裁
判
所
は
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
九
日
、
パ
リ
第
一
大
学
とLextenso

出

版
社
の
間
で
、
上
述
の
趣
旨
の
提
携
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
違
法
だ
と
判
決
し
た
。

　

ま
た
、
外
国
の
教
育
資
格
に
つ
い
て
も
、
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
九
八
年
一
一
月
二
五
日
ア
レ
テ
最
終
条
項
は
、
以
下
の
よ
う

な
資
格
に
つ
い
て
同
等
資
格
が
あ
る
を
認
め
て
い
る
。「
法
律
職
に
就
く
た
め
に
要
求
さ
れ
る
、
当
該
資
格
を
発
行
し
た
外
国
の
国
家
の
制

定
し
た
大
学
な
い
し
教
育
資
格
」。
入
学
試
験
に
適
用
さ
れ
る
諸
規
則
は
、二
〇
〇
三
年
九
月
一
一
日
ア
レ
テ
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

試
験
は
、
以
下
の
二
つ
に
区
別
さ
れ
る
。
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第
一
次
の
筆
記
試
験
は
、ま
ず
五
時
間
の
筆
記
試
験
。
す
な
わ
ち
、長
文
要
約
（note de synthèse

）、次
に
、債
権
法
と
、民
事
訴
訟
法
、

刑
事
訴
訟
法
、
行
政
訴
訟
手
続
法
の
三
科
目
か
ら
受
験
生
が
選
ぶ
一
科
目
の
計
二
科
目
の
筆
記
試
験
で
あ
る
。
最
後
に
、
受
験
生
が
選
ぶ
選

択
科
目
の
三
時
間
の
筆
記
試
験
。

　

第
二
次
の
口
述
試
験
は
、
第
一
次
試
験
を
合
格
し
た
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
最
終
の
口
述
試
験
で
あ
る
。
ま
ず
、
自
由
と
基
本
的
人
権
の

保
護
を
主
題
と
す
る
、
三
人
か
ら
七
人
の
審
査
員
に
よ
る
大
口
述
試
験
、
次
に
法
律
科
目
か
ら
受
験
生
が
選
択
し
た
科
目
に
つ
い
て
の
口
述

試
験
、
私
会
計
ま
た
は
公
財
政
、
そ
し
て
現
代
外
国
語
に
関
す
る
口
述
試
験
で
あ
る
（
選
択
で
日
本
語
を
選
ん
で
試
験
を
受
け
る
こ
と
も
で

き
る
）。

　

口
述
試
験
が
免
除
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
外
国
語
試
験
は
そ
の
よ
う
な
例
外
は
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
弁
護
士
職
研
修
学
校
に
入

学
す
る
の
に
必
要
な
諸
条
件
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
実
際
に
種
々
議
論
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、

そ
こ
で
の
教
育
内
容
に
つ
い
て
は
、
議
論
は
少
な
い
。

（
二
）
弁
護
士
職
研
修
学
校
（
Ｃ
Ｒ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
に
お
け
る
研
修

　

二
〇
〇
四
年
二
月
一
一
日
法
お
よ
び
二
〇
〇
四
年
一
二
月
二
一
日
デ
ク
レ
二
〇
〇
四
─
一
三
八
六
号
に
よ
れ
ば
、
弁
護
士
職
研
修
学
校

に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
研
修
内
容
は
、
全
国
弁
護
士
会
協
議
会
（
Ｃ
Ｎ
Ｂ
）
の
定
め
る
諸
原
則
に
も
と
づ
い
て
構
成
さ
れ
る
。
弁
護
士
職

研
修
学
校
は
、
全
国
に
一
五
校
あ
る
（
二
〇
〇
四
年
一
二
月
六
日
ア
レ
テ
）。
そ
の
う
ち
一
二
校
が
、
フ
ラ
ン
ス
本
土
に
あ
る
。
す
な
わ

ち
、Bastia, Bordeaux, Lille, Lyon, V

illeurbanne, M
arseille, M

ontpellier,Paris, Poitiers, Rennes, Strasbourg, T
oulouse, 

V
ersailles

の
各
校
で
あ
る
。
海
外
領
土
に
は
、Guadeloupe, M

artinique, Réunion

の
三
校
が
あ
る
。

　

弁
護
士
学
校
の
研
修
内
容
に
つ
い
て
は
、
三
段
階
が
区
別
さ
れ
る
。
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ま
ず
、
第
一
段
階
は
、
基
礎
的
な
共
通
研
修
で
あ
り
、
以
下
の
よ
う
な
科
目
を
含
む
。
す
な
わ
ち
、
職
業
倫
理
、
法
的
書
類
の
起
案
、
弁

論
お
よ
び
討
論
術
、弁
護
士
事
務
所
経
営
、現
代
外
国
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
研
修
内
容
は
、も
っ
ぱ
ら
専
門
分
野
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

大
学
法
学
部
で
の
教
育
は
入
学
試
験
の
と
き
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
弁
護
士
学
校
で
は
、
そ
れ
を
繰
り
返
す
べ
き
で
は
な
い
と

い
う
考
え
方
に
よ
る
も
の
で
、
よ
く
分
か
る
理
念
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
一
九
九
四
年
に
公
表
さ
れ
た
あ
る
調
査
で
問
題
に
さ
れ
た
も

の
と
し
て
、
弁
護
士
学
校
で
比
較
法
教
育
を
認
め
る
余
地
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
と
く
に
ど
ん
な
内
容
の
教

育
を
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
何
ら
規
定
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
各
学
校
が
独
自
に
決
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
職

業
倫
理
の
中
に
、比
較
法
の
要
素
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
に
、外
国
語
教
育
も
、法
的
側
面
を
目
指
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
学
生
が
外
国
法
の
基
本
事
項
、
た
と
え
ば
司
法
制
度
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
同
様
に
、
事
例
研
究
の
授
業

で
、
外
国
の
会
社
法
、
た
と
え
ば
英
米
法
の
諸
準
則
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
に
、
学
校
の
運
営
会
議
で
は
、
弁
護
士
会
の
経
済
的
支

援
を
受
け
て
、
学
生
が
外
国
で
実
習
を
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
段
階
は
、
学
生
に
と
っ
て
新
し
い
法
的
環
境
を
見
い
だ
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
、
個
人
の
教
育
計
画
に
よ
っ
て
進
行
す
る
。
こ
の

法
的
環
境
と
し
て
は
、
修
士
課
程
の
二
年
目
コ
ー
ス
を
履
修
す
る
こ
と
、
学
校
の
推
薦
す
る
研
修
ユ
ニ
ッ
ト
に
参
加
し
て
専
門
性
を
養
う
こ

と
、
あ
る
い
は
、
法
的
職
業
で
は
な
い
、
別
の
ジ
ャ
ン
ル
の
専
門
家
集
団
の
中
に
入
っ
て
実
習
す
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

　

第
三
段
階
は
、
弁
護
士
に
付
い
て
六
か
月
の
実
習
を
行
う
。
学
生
は
、
こ
の
一
八
か
月
の
実
務
教
育
の
最
後
に
、
弁
護
士
職
適
格
証
明

（Certificat d'A
ptitude à la Profession d'A

vocat

）（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ａ
）を
受
け
る
た
め
の
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
試
験
は
、

い
く
つ
か
の
段
階
か
ら
成
る
。

　

－

五
時
間
の
筆
記
試
験
。
内
容
は
、
訴
訟
書
類
あ
る
い
は
法
律
文
書
を
も
と
に
し
て
行
わ
れ
る
意
見
書
の
起
案

　

－

引
き
続
い
て
、
五
科
目
の
口
述
試
験
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・
三
時
間
の
準
備
の
後
の
訴
訟
書
類
に
関
す
る
一
五
分
の
口
述
試
験
（
口
頭
弁
論
）

　
　

・
弁
護
士
の
地
位
及
び
弁
護
士
倫
理
に
関
す
る
口
述
試
験

　
　

・
外
国
語
試
験

　
　

・
専
門
教
育
計
画
に
関
す
る
口
頭
発
表

　
　

・
実
習
報
告
に
関
す
る
口
頭
発
表

　

－

基
礎
的
共
通
研
修
に
関
す
る
平
常
点
の
評
点

　

試
験
委
員
は
、主
に
弁
護
士
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、ほ
か
に
、大
学
教
員
、司
法
官
、行
政
裁
判
所
の
構
成
メ
ン
バ
ー
な
ど
も
こ
れ
に
加
わ
る
。

Ⅱ
．
特
別
コ
ー
ス

　

は
じ
め
に
、
弁
護
士
学
校
の
入
学
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
な
く
弁
護
士
に
な
る
二
つ
の
ル
ー
ト
が
存
在
す
る
。

　

最
初
の
ル
ー
ト
は
、
二
〇
〇
四
年
二
月
一
一
日
法
が
、
一
九
七
一
年
一
二
月
三
一
日
法
に
付
加
し
た
、
一
二
─
一
条
二
項
で
あ
り
、
こ
れ

に
よ
り
、
法
学
博
士
号
取
得
者
は
、
直
接
理
論
お
よ
び
実
務
の
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
新
条
項
は
、
厳
し

い
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
何
故
な
ら
、
博
士
号
取
得
者
は
、
人
数
が
多
い
だ
け
で
な
く
、
弁
護
士
研
修
学
校
で
教
育
さ
れ
る
学
科
と

は
隔
た
り
の
あ
る
テ
ー
マ
で
研
究
し
て
き
た
者
も
少
な
く
な
い
た
め
、
卒
業
試
験
で
相
当
低
い
点
数
を
と
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
非
常
に
深
刻
な
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
大
学
側
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
例
外
の
お
か
げ

で
、
博
士
論
文
を
作
成
す
る
学
生
た
ち
は
法
律
専
門
職
に
な
る
目
的
を
持
て
る
の
で
、
大
学
と
し
て
は
こ
の
例
外
を
手
放
し
た
く
な
い
。
し

か
し
他
方
で
、
確
か
な
こ
と
は
、
博
士
論
文
を
書
い
て
い
れ
ば
、
入
学
試
験
の
準
備
が
で
き
な
い
わ
け
で
、
両
方
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
あ
る
。
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第
二
の
例
外
ル
ー
ト
は
、
あ
ま
り
重
要
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
旧
代
訴
士
（avoué

）〔
日
本
の
司
法
書
士
に
相
当
〕
の
研
修
生
に
関
す

る
も
の
だ
が
、
二
〇
一
二
年
四
月
以
降
、
代
訴
士
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
解
決
さ
れ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
、
大
変
興
味
深
い
例
外
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
特
別
な
地
位
と
し
て
、
責
任
あ
る
立
場
の
政

治
家
、
た
と
え
ば
国
会
議
員
が
法
律
の
立
案
に
関
与
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
二
年
四
月
三
日
デ
ク
レ
は
、
彼
ら
が

直
ち
に
弁
護
士
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
し
か
し
、政
治
の
多
数
派
が
変
わ
っ
た
た
め
、二
〇
一
二
年
四
月
一
五
日
デ
ク
レ
は
、

法
学
部
か
ら
か
な
り
批
判
さ
れ
た
こ
の
例
外
に
終
止
符
を
打
っ
た
。
弁
護
士
会
へ
の
登
録
、
徳
性
お
よ
び
能
力
の
確
証
、
お
よ
び
宣
誓
だ
け

で
弁
護
士
業
務
が
直
ち
に
で
き
る
そ
の
他
の
地
位
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
法
学
の
科
目
を
担
当
す
る
大
学
教
授
や
、
司
法
官
〔
裁
判
官
、
検

察
官
〕
は
、
他
の
条
件
を
満
た
さ
な
く
て
も
弁
護
士
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
教
授
以
外
の
大
学
教
員
、
大
学
講
師
は
、
職
業
倫

理
や
職
務
規
程
に
関
す
る
特
別
な
試
験
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
公
証
人
や
執
行
官
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
彼
ら
は
ほ
か
に
、
修

士
一
年
目
の
資
格
と
法
律
職
の
経
験
、
し
ば
し
ば
八
年
間
の
経
験
を
要
求
さ
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
律
家
、
Ｅ
Ｕ
及
び
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

経
済
圏
諸
国
及
び
ス
イ
ス
の
弁
護
士
の
た
め
に
、
特
別
試
験
が
実
施
さ
れ
る
。

Ⅲ
．
専
門
化
の
問
題

　

法
規
範
の
複
雑
化
は
、今
日
、ひ
と
り
の
弁
護
士
が
、求
め
ら
れ
た
す
べ
て
の
事
件
を
受
任
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
望
ま
し
い
の
は
、
弁
護
士
が
、
以
下
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
分
野
に
つ
い
て
の
み
受
任
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
分
野
に
つ
い
て

は
、現
行
法
規
範
の
み
な
ら
ず
そ
れ
を
適
用
し
た
判
例
、生
じ
う
る
問
題
点
、場
合
に
よ
っ
て
は
当
該
法
の
発
展
可
能
性
に
つ
い
て
も
分
か
っ

て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
弁
護
士
の
依
頼
者
に
と
っ
て
、
こ
の
側
面
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
弁
護
士
が
専
門
性
に
つ
い

て
、
公
に
掲
示
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
専
門
性
の
一
覧
表
も
作
成
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
問
題
は
、
し
ば
し
ば
検
討
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
弁
護
士
会
協
会
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
一
二
日
及
び
一
三
日
の
全
国
総
会

に
お
い
て
、
弁
護
士
の
専
門
性
体
制
の
刷
新
に
関
す
る
報
告
書
を
採
択
し
た
。
こ
の
報
告
書
は
、
そ
の
後
、
二
〇
一
一
年
三
月
二
八
日
法
の

採
択
を
も
た
ら
し
た
。
同
法
は
、
今
日
の
専
門
性
制
度
を
定
め
た
も
の
で
、
一
九
七
一
年
一
二
月
三
一
日
法
と
一
体
化
す
る
も
の
と
し
て
立

法
化
さ
れ
た
。
専
門
性
は
、
四
年
間
の
専
門
的
職
務
の
継
続
的
実
践
と
、
審
査
委
員
会
が
そ
れ
を
有
効
と
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ

る
。
審
査
委
員
会
は
、
当
該
弁
護
士
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
書
面
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
専
門
分
野
に
お
け
る
専
門
能
力
を
確
認
す
る
。
審

査
委
員
会
は
、
そ
の
地
方
の
弁
護
士
職
研
修
所
に
集
ま
り
、
専
門
分
野
に
関
す
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
含
む
口
述
試
験
の
後
に
判
定
を
下
す
。

こ
の
専
門
性
評
価
は
、
全
国
弁
護
士
会
協
会
の
発
行
す
る
証
書
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
。

　

今
日
、
二
六
の
専
門
性
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
存
在
し
、
弁
護
士
は
、
一
な
い
し
二
の
専
門
性
資
格
を
も
つ
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
連
絡
書
類
や

個
人
広
告
で
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅳ
．
最
近
の
動
向

　

こ
の
辺
で
、
現
行
法
の
紹
介
を
終
え
て
、
弁
護
士
職
の
養
成
に
関
す
る
改
正
案
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
案
は
、
お
そ
ら

く
数
週
間
後
、
た
ぶ
ん
一
〇
月
末
か
一
一
月
中
に
は
全
国
弁
護
士
協
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二
〇
一
三
年
か
ら
二
〇

一
四
年
初
頭
に
か
け
て
、
全
国
弁
護
士
会
協
会
の
二
〇
一
三
年
六
月
一
四
─
一
五
日
決
議
の
採
択
を
め
ぐ
る
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
う
ち
、
大
変
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
点
は
、
今
私
が
お
話
し
し
た
内
容
を
修
正
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
一
）
第
一
に
、
弁
護
士
研
修
学
校
の
入
学
試
験
を
、
弁
護
士
職
養
成
に
特
化
し
た
専
門
職
修
士
号
取
得
者
に
は
免
除
す
る
こ
と
が
議
論
さ

れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
挫
折
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
高
等
教
育
省
は
、
修
士
の
学
生
が
弁
護
士
学
校
へ
の
入
学
試
験
の
準

備
だ
け
を
目
的
に
し
て
い
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
受
け
入
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
他
方
で
、
す
べ
て
の
法
学
修
士
は
、
弁
護
士
に
な
る
資
格
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［
た
だ
し
試
験
を
受
け
る
必
要
］
は
有
し
て
い
る
の
だ
が
。

　

同
様
に
、
入
学
試
験
改
革
も
検
討
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
同
様
に
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

（
二
）
第
二
に
、
弁
護
士
職
研
修
学
校
に
お
け
る
研
修
時
間
の
短
縮
が
提
案
さ
れ
た
。
研
修
期
間
を
四
か
月
に
圧
縮
し
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
も
っ
ぱ
ら
職
業
倫
理
、
職
務
実
習
と
し
、
最
後
の
試
験
で
は
平
常
点
を
大
幅
に
重
視
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
提
案
が
採
用
さ
れ

る
か
ど
う
か
は
、
疑
わ
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
平
常
点
の
比
重
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
三
）
第
三
に
、
Ｐ
Ｐ
Ｉ
（
個
人
の
教
育
計
画
）
に
つ
い
て
、
学
生
は
、
四
か
月
以
上
の
複
数
研
修
か
、
八
か
月
の
研
修
の
い
ず
れ
か
を
選

択
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
改
革
で
あ
る
。
こ
の
提
案
は
、
と
り
わ
け
自
分
で
Ｐ
Ｐ
Ｉ
を
探
せ
な
い
学
生
に
と
っ
て
、
柔
軟
に
対
応
で
き

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、
採
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
第
四
の
改
革
案
が
、
最
も
重
要
な
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
弁
護
士
が
、
学
校
卒
業
時
に
資
格
を
得
た
後
、
宣
誓
を
し
て
、
そ
の
後
に
、

一
年
ま
た
は
二
年
の
間
、
関
係
す
る
弁
護
士
が
責
任
を
も
っ
て
給
与
制
あ
る
い
は
独
立
の
協
力
弁
護
士
と
し
て
過
ご
す
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
の
提
案
は
、
お
そ
ら
く
採
択
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
現
状
に
お
い
て
は
、
学
生
は
、
弁
護
士
研
修
学
校
の
卒
業
試
験

（
二
回
試
験
）
合
格
と
同
時
に
弁
護
士
に
な
れ
る
が
、
一
部
の
弁
護
士
は
、
弁
護
士
の
職
務
を
直
ち
に
行
う
だ
け
の
準
備
が
で
き
て
い
な
い
。

経
験
が
な
い
た
め
、
十
分
に
弁
護
士
の
職
務
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
ず
、
し
ば
し
ば
職
務
上
の
過
ち
を
犯
す
。
こ
う
な
る
と
、
そ
の
キ
ャ
リ

ア
の
最
初
に
責
任
を
背
負
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

だ
が
し
か
し
、
同
時
に
こ
の
方
向
に
は
躊
躇
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
提
案
は
、
弁
護
士
研
修
学
校
が
で
き
る
以
前
の
、
弁
護
士
に
な

る
た
め
に
二
年
の
研
修
期
間
を
必
要
と
し
た
時
代
へ
の
回
帰
と
も
な
る
か
ら
で
あ
る
。

（
五
）
最
後
の
点
は
、
本
日
の
講
演
の
趣
旨
か
ら
は
、
あ
ま
り
重
要
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
経
済
的
に
ゆ
と
り
の
な
い
学
生
が
奨
学
金
を
受

け
取
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
の
登
録
件
数
を
増
や
す
と
い
う
改
革
で
あ
る
。
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（
22
）
モ
ネ
教
授
は
フ
ラ
ン
ス
中
西
部
弁
護
士
学
校
運
営
協
会
理
事
を
務
め
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
フ
ラ
ン
ス
の
弁
護
士
養
成
制
度
と
最
近
の
動
向
で
あ
る
。


